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行
事

実
施
報
告

１
月
21
日(

日)

12
時
～
14
時
半
、
上
本
町

の｢

百
楽
本
店｣

(

北
京
料
理)

で
新
春
の
集
い

｢

新
年
会｣

を
28
名
の
参
加
を
得
て
、
行
い
ま

し
た
。
例
年
の
如
く
、
く
じ
引
き
で
４
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
て
着
席
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
司
会
進
行
役
の
谷
山
さ
ん
か
ら
宴

会
盛
り
上
げ
隊(

稲
本
・
大
場
・
谷
山
・
長
尾

さ
ん)

の
紹
介
が
あ
り
、
大
阪
で
の
２
０
２
５

年
日
本
万
国
博
覧
会
誘
致
活
動
に
向
け
て
活

性
化
の
呼
び
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
中
野
さ
ん
の
挨
拶
で
本
部
役
員
・

特
別
ゲ
ス
ト
・
新
会
員
・
景
品
提
供
者
な
ど

の
参
加
者
の
紹
介
が
あ
り
、
引
き
続
き
神
野

会
長
か
ら
の
挨
拶
で｢
楽
し
い
・
安
心
の
・
感

動
の
ナ
ル
ク｣

の
実
現
を
訴
え
ら
れ
、
乾
杯
の

音
頭
を
し
て
頂
き
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

約
１
時
間
、
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
し
な
が

ら
、
和
気
藹
々
と
歓
談
し
て
頂
き
ま
し
た
。

お
腹
が
大
き
く
な
っ
て
落
ち
着
い
た
と
こ

ろ
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
ア
ル
パ(

ハ
ー
プ

の
一
種)

の
演
奏
で
す
。
岩
佐
さ
ん
の
姪
に
あ

た
る｢

岩
佐
し
お
り｣

さ
ん
は
、
日
本
で
数
少

な
い
ア
ル
パ
奏
者
の
一
人
で
す
。
滅
多
に
聞

け
な
い
何
と
も
優
し
い
音
色
で
す
。
日
本
の

｢

浜
辺
の
歌｣

や｢

ふ
る
さ
と｣

も
演
奏
し
て
頂

き
、
み
ん
な
で
懐
か
し
く
歌
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
稲
本
さ
ん
の
進
行
で
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
始
ま
り
で
す
。
み
ん
な
一
喜

一
憂
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
番
ビ
ン

ゴ
は
中
西
由
暉
子
さ
ん
で
、
何
と
奇
跡
的
に

も
昨
年
に
続
い
て
２
年
連
続
の
一
番
ビ
ン
ゴ

で
し
た
。
提
供
し
て
頂
い
た
多
く
の
景
品
は
、

手
作
り
の
物
も
あ
り
、
空
く
じ
が
無
く
ビ
ン

ゴ
に
な
ら
な
く
て
も
全
員
に
当
た
り
、
大
喜

び
の
中
ゲ
ー
ム
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
云
う
間
に
、
２
時
間
半
が
経
過
し
、

豊
島
さ
ん
の
中
締
め
の
挨
拶
に
続
い
て
、
寺

井
副
会
長
の｢

１
本
締
め｣

で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。
多
数
の
ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局(

記)

★｢

運
営
委
員
会｣

日
時
：
２
月
16
日(

金)

10
時
～
12
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

★｢

寄
付
の
お
礼｣

馬
場
夏
織
様
か
ら
、
活
動
へ
の
お
礼
に
、

果
物
の
贈
り
物
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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◎時間預託提供活動
時 間 ６３時間

提供者 ２１人

利用者 １５人

◎奉仕活動
時 間 １４９時間

提供者 ３６人

◎会員数 入会 ０世帯０人

退会 ２世帯２人
◎月末会員数 ２０１世帯

２６８人

１２月度 会員動向

新

年

会神野会長の挨拶

笑顔で食事

ファンタジー水彩画

(新井 佳子)

アルパ演奏



大
阪･

北
摂
エ
リ
ア

拠
点
連
絡
会(

第
２
回)

７
拠
点
が
持
ち
回
り
で
開
催
す
る
連
絡
会
の

第
２
回
は
、
12
月
16
日(

金)

午
後
、
高
槻･

島

本
拠
点
の
会
議
室
で
６
拠
点
12
名
の
出
席
を
得

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

箕
面
拠
点
は
欠
席)

最
重
要
課
題
は
会
員
増
強
で
す
。
総
会
で
田

中
千
鶴
子
担
当
理
事
の
提
言
で
７
拠
点
合
同
で

１
年
間
に
新
入
会
員
１
２
０
人
の
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。
８
ヵ
月
経
過
し
た
11
月
末
で
入
会
者

は
１
０
６
人
、
目
標
の
88
％
に
達
し
た
も
の
の
、

退
会
者
も
多
く
会
員
数
は
前
年
度
末(

２
０
１

７
年
３
月)

か
ら
43
人
の
減
少
で
す
。
会
員
数

が
増
加
し
た
拠
点
は
高
槻･

島
本(

11
人)

と
箕

面(

１
人)

で
す
。
減
少
し
た
拠
点
は
大
阪
北

(

21
人)

、
茨
木･

摂
津(

10
人)

、
吹
田(

10
人)

、

大
阪
南(

９
人)

、
豊
中･

池
田(

５
人)

で
、
大

阪
北
は
挽
回
が
必
要
で
す
。

各
拠
点
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
や
活
動
状
況
を
発

表
、
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
豊
中･

池
田
、
吹
田
、
茨
木･

摂
津
、
高
槻

･

島
本
は
市
や
介
護
福
祉
施
設
と
の
契
約
に
よ

る
活
動
を
主
体
と
し
財
源
確
保
に
繋
げ
て
い
る
。

②
行
政
単
位
で
進
め
ら
れ
て
い
る
総
合
事
業

に
つ
い
て
は
、
茨
木･

摂
津
が
訪
問
型
Ｂ(

住
民

主
体)

に
参
画
決
定
。
高
槻･

島
本
は
訪
問
型
Ａ

(

緩
和
し
た
基
準)

の
講
習
を
受
講
し
た
が
参
画

は
思
案
中
。
他
の
拠
点
は
参
画
の
予
定
は
な
い
。

③
各
拠
点
と
も
共
通
し
て
同
好
会
や
サ
ロ
ン

等
、
会
員
の
楽
し
み
や
居
場
所
作
り
、
自
立
活

動
に
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
阪
北
拠
点
は
、
①
に
該
当
せ
ず
、
会
員
間

の
助
け
合
い
に
注
力
、
②
は
市
の
動
向
を
静
観

中
。
魅
力
あ
る
ナ
ル
ク
へ
と
、
③
に
努
め
て
い

る
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

他
の
拠
点
と
の
交
流
は
大
変
刺
激
的
で
す
。

次
回
の
連
絡
会
は
３
月
16
日(

金)

豊
中･

池
田

拠
点
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

豊
島

久
美
子(

記)

モ
ロ
ッ
コ

旅
行
記

黄
色
の
街｢

フ
ェ
ズ｣

か
ら
向
っ
た
の

は
、
モ
ロ
ッ
コ
見
所
随
一
と
い
わ
れ
る

｢

シ
ャ
ウ
エ
ン｣
で
す
。
こ
の
街
と
い
う

よ
り
村
と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
坂

道
の
多
い
迷
路
の
メ
デ
ィ
ナ
で
す
。

皆
さ
ん
も
旅
の
カ
タ
ロ
グ
等
で
一
度

は
目
に
し
た
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

壁
も
階
段
も
ブ
ル
ー
一
色
で
す
。

階
段
も
青
色
に
塗
ら
れ
た
場
所
は
観
光

客
立
入
禁
止
で
住
民
専
用
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
階
段
に
は
な
ぜ
か
猫
を
多

く
見
か
け
ま
し
た
。(

そ
う
い
え
ば
、

イ
ス
ラ
ム
諸
国
で
は
猫
が
大
切
に
さ
れ

ま
す
が
、
犬
は
ペ
ッ
ト
の
対
象
で
は
な

い
様
で
す)

。
な
ぜ
街
全
体
が
青
色
か
？

に
は
、
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
80

年
ほ
ど
前
に
ス
ペ
イ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
か
ら
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
こ
の
山
並

み
の
隠
れ
里
へ
と
移
住
し
、
や
が
て
ユ

ダ
ヤ
教
で
〝
天
空
・
神
・
心
の
平
静
・

海
〟
な
ど
を
象
徴
す
る
神
聖
な
色
を
、

家
の
外
壁
に
塗
り
始
め
た
の
が
そ
の
理

由
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
に
伴
い
、

多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
去
り
ま
し
た
が
、

シ
ャ
ウ
エ
ン
の
青
い
街
並
み
だ
け
は
引

き
続
き
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

最
初
は
内
装
に
青
色
を
多
用
し
蚊
よ

け
に
し
た
そ
う
で
す
が
、
外
の
白
壁
が

太
陽
の
下
で
は
ま
ぶ
し
く
目
に
良
く
な

い
と
の
こ
と
で
青
に
塗
替
え
た
と
か
、

防
水
・
除
菌
も
兼
ね
て
い
る
な
ど
諸
説

あ
り
、
本
当
の
こ
と
は
良
く
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
80
年
と
い
う
歴
史
の
浅
さ

が
、
他
の
メ
デ
ィ
ナ(

城
壁
都
市)

の
多

く
が
世
界
遺
産
で
あ
る
の
に
、
シ
ャ
ウ

エ
ン
だ
け
が
そ
う
で
な
い
理
由
と
思
わ

れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
日
本
や
世
界
の
人
た
ち
か

ら
愛
さ
れ
る
の
は
、
住
人
の
人
懐
っ
こ

さ
に
因
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
シ
ャ
ウ
エ
ン
の
売
り
子
さ
ん

は
そ
ん
な
に
押
し
が
強
く
な
い
の
で
、

ゆ
っ
く
り
お
店
を
見
て
回
れ
ま
す
。

シ
ャ
ウ
エ
ン
の
メ
デ
ィ
ナ
は
他
の
町

の
喧
騒
と
は
別
世
界
の
様
で
す
。

一
泊
し
た
パ
ラ
ド
ー
ル
ホ
テ
ル
の
部

屋
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ー

の
グ
ラ
デ
シ
ョ
ー
ン
が
鮮
や
か
で
し
た
。

こ
の
街
だ
け
は
、
モ
ロ
ッ
コ
と
い
う

よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雰
囲
気
を
プ
ン
プ

ン
感
じ
ま
し
た
。

次
回
は
白
壁
の
街｢

テ
ィ
ト
ア
ン｣
で
す
。

米
代

憲
雄(

記)

青
色
の
街｢

シ
ャ
ウ
エ
ン｣

Ⅳ

最
重
要
課
題
の
取
り
組
み
経
過
報
告



復
刻
版

シ
リ
ー
ズ

幕
末
に
日
本
を
訪
れ
た
欧
米
人
の
印
象
記
に
よ
る
と
、
日

本
人
の
顔
は｢
陶
器
の
よ
う
に
無
表
情｣

と
か｢

暗
く
て
魚
み

た
い｣

と
、
さ
ん
ざ
ん
で
し
た
。
今
は
違
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

に
出
て
く
る
Ｃ
Ｍ
嬢
達
は
ギ
ョ
ロ
リ
と
し
た
目
、
高
く
長
い

鼻
、
大
き
な
口
の
持
ち
主
達
で
す
。
脚
が
伸
び
て
、
即
ち
腰

が
高
く
な
っ
て
ス
タ
イ
ル
が
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
様
式
や
水
準
が
欧
米
型
に
な
っ
て
、
座
る
暮
ら
し

か
ら
イ
ス
生
活
に
変
わ
っ
た
こ
と
、
栄
養
が
良
く
な
り
、
隠

れ
た
大
き
な
条
件
と
し
て
混
血
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
世
界
で
も
混
血
の
進
ん
だ
地
域
に
美
人
が
多
い

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
欧
や
中
東
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
美
人

の
産
地
は
、
昔
か
ら
た
び
た
び
外
国
軍
隊
の
侵
入
を
う
け
て

き
ま
し
た
。
日
本
人
も
明
治
末
期
ま
で
、
岩
手(

ア
イ
ヌ
系)

、

大
阪
・
京
都(

中
国
大
陸
系)

、
長
崎
・
佐
賀(

朝
鮮
系)
と
地

方
ご
と
に
人
種
的
痕
跡
を
強
く
残
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

だ
が
、
人
口
移
動
が
激
し
く
な
る
と
、
青
森
の
男
性
と
九

州
の
女
性
が
結
婚
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
血
の
遠
い
日

本
人
同
士
が
混
血
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
混
血
児
は

両
親
よ
り
も
発
育
が
良
く
、
美
男
美
女
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
衆
知
の
こ
と
で
す
。

江
戸
時
代
の
人
相
学
の
本
に
は
、
美
人
の
条
件
と
し
て
、

顔
は
少
し
面
長
で
、
目
や
鼻
の
細
い
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
だ
が
、
最
近
の
美
人
の
条
件
は
、
感
覚
器
官
の
解
放

に
あ
る
の
で
す
。
顔
の
輪
郭
の
方
は
、
う
り
ざ
ね
顔
、
丸
顔

を
問
わ
な
い
が
、
目
は
大
き
く
、
鼻
が
高
い
の
が
良
く
、
そ

し
て
、
表
情
は
豊
か
で
個
性
的
で
あ
る
の
が
最
大
の
チ
ャ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

身
体
条
件
は
、
小
顔
や
脚
長
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
あ
と
は
表
情
で
す
。
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
顔
は
、
ま
さ
に
輝
い
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
で
も
、
失
礼
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ア
ン
ド
・
プ

リ
ッ
テ
イ
に
な
れ
ま
す
。

三
浦

健
（
記
）

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
事
で
摂
っ
た
塩
分
が
過
剰
に
な
る
と
、
血

液
中
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
た
ま
り
、
血
液
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

す
る
と
、
カ
ラ
ダ
は
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
血
液
を
薄
め
よ
う
と

し
て
、
血
管
内
に
水
分
を
取
り
込
む
の
で
、
血
液
の
量
が
増
え
て

し
ま
い
、
血
管
の
内
側
に
圧
力
が
か
か
る
状
態
に
な
る
。
こ
れ
が
、

塩
分
を
摂
り
過
ぎ
る
と
高
血
圧
に
な
る
仕
組
み
で
す
。

余
分
な
塩
分
を
体
外
に
排
出
す
る
に
は
、
カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊

維
が
多
く
含
ま
れ
る
野
菜
や
果
物
を
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

カ
リ
ウ
ム
に
は
血
圧
を
下
げ
る
働
き
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
血
圧
は
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
原
因
で
、
動
脈
硬
化

は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
血
管
障
害
を
引
き
起
こ
す
原
因

で
す
。

高
血
圧
に
な
っ
て
も
特
に
自
覚
症
状
は
表
れ
ま
せ
ん
が
、

動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
生
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な

病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
高
血
圧
の
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
１
：
食
塩
一
日
あ
た
り
の
摂
取
量
の
目
安
は
？

｢
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
２
０
１
５
年
版｣

に
よ
れ
ば
、
食
塩

摂
取
量
の
目
標
値
は
、
高
血
圧
予
防
の
観
点
か
ら
一
日
あ
た
り
男

性
が
８
グ
ラ
ム
未
満
、
女
性
が
７
グ
ラ
ム
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
：
料
理
の
塩
分
を
減
ら
す
工
夫
は
？

塩
分
控
え
め
の
料
理
で
は
味
気
な
い
と
感
じ
る
人
も
。
そ
こ
で
、

ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
ワ
サ
ビ
、
コ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
香
辛
料
を
上
手
に
使
っ

て
、
味
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
酢
や
ス
ダ
チ
、

レ
モ
ン
な
ど
の
酸
味
を
プ
ラ
ス
す
る
の
も
よ
い
方
法
で
し
ょ
う
。

Ｑ
３
：
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
食
品
は
？

ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出
を
助
け
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
果
物
で
は
リ
ン
ゴ

や
バ
ナ
ナ
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
も

カ
リ
ウ
ム
の
宝
庫
。
野
菜
で
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
タ
ケ
ノ
コ
、
白

菜
な
ど
に
も
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
旬
の
食
品
を
取

り
入
れ
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

備
考
：
毎
日
新
聞
の
健
康
質
問
箱(

１
月
版)

よ
り
抄
録

絵手紙 (藤井 美智子)

美
人
と
い
わ
れ
る
た
め
の
条
件

減
塩
を
心
が
け
る

吉
川

弘
美

・
初
春
の
日
差
し
遍
し
神
の
杜

・
掃
き
清
め
ら
れ
し
寺
苑
や
寒
あ
や
め

藤
田

多
栄
子

・
日
溜
や
日
々
好
日
と
書
く
賀
状

金
本

美
智
子

・
結

論

は
先
に
言
ふ
べ
し
暮
早
し

森
下

和
子

・
神

集
ふ
稲
佐
の
浜
へ
人
集
ふ

東
浦

ふ
く
子

・
偏

屈
を
直
し
て
ほ
し
き
老
の
冬

高
田

敏
雄

・
冬
蝶
の
垣
根
越
え
ゆ
き
影
戻
ら
ず

前

た
も
つ

・
自
分
の
肩
そ
っ
と
抱
き
た
い
時
が
あ
る

・
人
間
に
生
ま
れ
て
苦
労
し
て
い
ま
す

俳

句

・
川
柳



★｢

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会｣

(

第
７
回)

内
容
：
緊
急
時
の
対
応
と
応
急
手
当

日
時
：
２
月
18
日(

日)

13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
天
王
寺
消
防
署(

５
階
講
堂)

交
通
：
別
紙
、
地
図
を
参
照

申
込
：
北
拠
点
事
務
所

備
考
：
講
師
は
消
防
署
職
員
、
実
技
可
能
な
服
装
で

[

註]

：｢

救
命
講
習
修
了
証｣

が
あ
れ
ば
、
ご
持
参
下
さ
い
。

★｢

春
の
ぶ
ら
り
ウ
オ
ー
ク｣

行
先
：
丹
波
の
篠
山
城
跡
と
周
辺
散
策

電
車
：｢

大
阪｣

駅
→｢

篠
山
口｣

駅(

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線)

バ
ス
：｢

篠
山
口｣

→｢

二
階
町｣

申
込
：
北
拠
点
事
務
所

日
時
：
４
月
上
旬
、
天
気
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ(

約
千
本)

の
満
開
を
考
慮
し
て
、
直
前
に
実
施
日
を
決
め
て
参
加

希
望
者
へ
２
日
前
迄
に
連
絡
し
ま
す
。

詳
細
：
３
月
度
会
報
に
掲
載

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

日
時
：
２
月
14
日(

水)

、
13
時
半
～
15
時
半

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

教
材
：｢

お
雛
さ
ま
の
壁
飾
り｣

(

千
円
：
要
申
込)

■
介
護
予
防
＆
脳
ト
レ
運
動

教
室

日
時
：
２
月
22
日(

木)

、
14
時
～
15
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

内
容
：
主
テ
ー
マ｢

減
量
の
為
に｣

■
健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
２
月
24
日(

土)

、
13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
２
月
３
日(

土)

・
２
月
17
日(

土)

、

３
月
３
日(

土)

、
13
時
～
18
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
民
踊

同
好
会

日
時
：
２
月
６
日(

火)

・
２
月
20
日(

火)

、

３
月
６
日(

火)

、
13
時
～
15
時

場
所
：｢

阿
倍
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

４
階･

室
１

□
オ
モ
チ
ャ
作
り

同
好
会

日
時
：
２
月
13
日(

火)

、
13
時
～
16
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

日
時
：
２
月
16
日(

金)

、
13
時
～
18
時

場
所
：｢

コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル｣

(

鶴
橋
店)

（
０
６-

６
７
７
１-

０
４
８
８
）

[

註]

：
鶴
橋
店
へ
変
更
で
す
。
ご
留
意
下
さ
い
。

交
通
：
別
紙
、
地
図
を
参
照

追
記
：
カ
ラ
オ
ケ
新
年
会(

会
費
：
３
千
円)

を
行
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

□
俳
句

同
好
会

日
時
：
２
月
17
日(

土)

、
10
時
～
12
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
２
月
19
日(

月)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
手
編
み

同
好
会

日
時
：
２
月
21
日(

水)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

催
事

ご
案
内

教
室･
同
好
会

ご
案
内

本
部
か
ら

ご
案
内

補
聴
器
は
中
高
年
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ラ
イ
フ
：
生
活
の
質)

の
向
上
、
会
話
を
楽
し
み
、
よ
り

活
発
で
充
実
し
た
生
活
を
実
現
し
、
認
知
症
や
う
つ
病

発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク(

株)

が
販
売
す
る
補
聴
器

を
特
別
価
格
で
購
入
出
来
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

提
携
先
：
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
補
聴
器(

株)

相
談
＆
申
込
先
：
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
補
聴
器(

株)

・

プ
ラ
ザ
大
阪(

０
６-

６
３
４
４-

３
３
４
８)

[

註]

：
ナ
ル
ク
大
阪
北
の
会
員
と
申
し
出
て
下
さ
い
。

補
聴
器
本
体
代
金
よ
り
10
％
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

追
記
：
専
門
相
談
員
に
よ
る
説
明
会
を
、
北
拠
点
事

務
所
で
開
催
出
来
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
北
拠
点

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
補
聴
器

お
詫

び
と

訂
正

先
月
の
１
月
度
会
報
第
３
面
下
段｢

俳
句
・
川
柳｣

欄

に
、
入
力
変
換
ミ
ス
に
よ
る
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。

東
浦

ふ
く
子

[

誤]

・
余
名
を
ば
告
げ
ぬ
重
さ
や
秋
の
風

[

正]

・
余
命
を
ば
告
げ
ぬ
重
さ
や
秋
の
風

高
田

敏
雄

[

誤]

・
寒
昴
身
よ
や
と
天
守
聳
え
を
り

[

正]

・
寒
昴
見
よ
や
と
天
守
聳
え
を
り

会
員
の
皆
様
・
作
者
の
方
々
に
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
編
集
子(

記)

俳
句
に
誤
字



地下鉄・谷町線｢四天王寺前夕陽ヶ丘｣駅①番出口から右(北)へ。

｢六万体｣交差点を右(東)へ。上町筋を左(北)へ。

徒歩 約８分 (約５００ｍ)

｢天王寺消防署｣ (講習会：２月１８日[日])

地下鉄・千日前線｢鶴橋｣駅 ３番出口から右(東)へ直ぐ

ニコニコビル ４階

｢コート・ダジュール鶴橋店｣

(カラオケの新規開催場所：２月１６日[金])

天王寺消防署

上町筋谷町筋

駅

ナルク(ＮＡＬＣ) ２月号付録


